



Efforts to Realize Online Exercise Classes： 




























特に本学では、これまで ICT 技術を用いた教育活動支援において、ハードウェア環境への投資や 
                                             
＊ 山陽女子短期大学人間生活学科教授 情報センター長 
教員側の積極的な取り入れなどの面において非常に遅れている。学生とのコミュニケーション手段も
伝統的な電子メールや SNS ツール依存のレベルに止まっている。Moodle などのような学習管理シス
テム（LMS）も導入していない。学内のネットワーク環境は充実しているが、Wi-Fi アクセスはキャ
ンパスの全エリアにカバーしていない状況にある。こうした局面の下、従来の対面型授業を遠隔教育





















































ことなどとなっている。以下、表 1は 15回授業のテーマおよびその学習内容の詳細を示している。 
 
表１ 「画像処理演習」の実施内容 
週 テーマ 学習内容など 
1 ガイダンスとツール入門 ガイダンス・画像処理の基本概念・基本ツールの紹介 
2 Photoshopの基本 Photoshop：基本画面、基本機能及び基本操作 
3 Photoshopの基本操作(1) Photoshop：覚えておきたい機能 
4 Photoshopの基本操作(2) Photoshop：レイヤー操作と色調補正 
5 Photoshopの基本操作(3) Photoshop：選択範囲の作成 
6 Photoshopの基本操作(4) Photoshop：色の設定とペイントの操作 
7 Photoshopの基本操作(5) Photoshop：レイヤーマスクの使用 
8 Photoshopの基本操作(6) Photoshop：チラシ作成演習 
9 Illustratorの基本操作(1) Illustrator：図形や線を描く、グラフ、画像トレース 
10 Illustratorの基本操作(2) Illustrator：オブジェクトの選択と基本的な変形 
11 Illustratorの基本操作(3) Illustrator：色と透明度の設定 
12 Illustratorの基本操作(4) Illustrator：オブジェクトの編集と合成 
13 Aiと Psの連携 Illustratorへの画像配置、Photoshop用の画像を書き出す 
14 総合演習（１） 総合応用：ポスター作製、Web再利用と DTP印刷 










て、フリースペース教室の PC 端末を使い、演習専用ツールの Adobe Photoshop および Illustrator
































1） 学生のデスクトップPC、ノート型 PC、タブレット（iPad を含む）、スマートフォンなどを含
む情報機器端末の保有状況； 






















ドキュメントファイルのほかに，Adobe Photoshop や Illustrator などの画像やイラスト形式のファ
イルなどもアップロードできるなどといった便利さがあった。 
しかしながら、オンライン授業の場合、まず Adobe Photoshop や Illustrator ツールは高価である
ため、学生側ではほとんど購入して居らず、デバイスにもインストールしていない。また、本学では
VPN による遠隔アクセスや LMS システムといった学習支援のプラットフォーム環境や手段が持た




















緊急事態宣言に伴う授業の一時停止（4 月 15 日および 4 月 22 日）の 2 週間の間、オンライン授業
への移行準備期間で、上記 6 つの課題を期間内に解決する必要がある。また、授業計画として、「画像
処理演習」のシラバスに示す 15 回の授業は、当初、図 3「実施計画」（タイムライン）に示すとおり、
















（５）方法：プラットフォームはMicrosoft 365 Education A1、教室はMicrosoft Teams、プロフ
ェッショナル学習コミュニティ（PLC）、コミュニケーション手段、教材資料の配布、課題
の発行と回収、情報の共有など。また、学生への通知などは学生ポータルサイトと連携； 
（６）ユーザー登録：①プラットフォーム Microsoft 365 Education A1 への学生登録、②Teams
クラスの作成及び履修者登録； 








（１０）期末作品の要求よび仕上げ：第 14 回目と第 15 回目の授業、対面による実施。 
 
上記（１）～（１０）は、遠隔授業推進プロセスの概要となるが、結果的には、当初の「実施計画」

































iPad・スマートフォンなどが挙げられる。教員と学生の両方が、有線 LAN か安定した無線 LAN で
ある Wi-Fi に接続できる環境が必要でインターネットを介して通信する。そして、コンテンツ配信・






に合わなかったため、主にフリーで使える Microsoft Streams を利用した。そのほか、YouTube の活



























3.3 授業配信用ツール（ Microsoft Teams vs Zoom ） 
オンライン授業における機器システムのコアになる部分は、やはり講義内容の配信アプリケーショ
ンとなる。独自で開発したものは勿論可能だが、既存ツールの使用は効率的である。インターネット








































OneNote Class Notebook は、クラス全員で使えるデジタルノートブックのことで、テキスト、画像、
手書きノート、添付ファイル、リンク、音声、ビデオなどをそれに保存できる。 
図 5 に Microsoft Teams の「画像処理演習」クラスのイメージを示す。 
 
 




手段としてよく用いられている。PLC ノートブックを利用すると、グループのメンバーが 1 つのノー
トブックを使って簡単かつ効率的に共同作業できる。こちらの体験は今後の課題とした。 
 
3.4 遠隔画像処理ツール Photopeaの採用 
４番目の課題として挙げられている画像処理演習用のソフトウェアに関して、いろいろと悩ませら
れた。対面授業では、メインツールとして、Adobe 社の Photoshop および Illustrator を利用してい











とである。図 6 にオンライン画像処理ソフトPhotopea のイメージを示す。 
 
 



















（１） MS-Teams を用いた授業内容の事前自撮り録画し、Streams にアップして共有する方法； 
（２） 講義説明部分を Microsoft PowerPoint でスライド作成し、各々のスライド説明のスクリ




１） 教材説明用 PowerPoint スライドを作成する。この時、飾り色やアニメーション機能はできる
だけ使わないことが望ましい。なぜなら、ビデオ生成のときにファイルのサイズが大きくな
り、オンライン授業で求められるデータダイエットの主旨に違反する。 






成することができる。今回筆者の取り組みでは、無料ツールの「Convert Text to Speech」
(音声 Speaker は Microsoft Ichiro 日本語)と「音読のプロ（女性 Speaker）」であった。ま






た、学習者に容易に視聴できるように工夫をし、ビデオの長さは 15 分以内にし他方が良い。 
６） 作成のビデオファイルは mp4 か wmv のどちらかになる。そのあと、動画配信サーバにアッ
プすることで、学生にアクセス URL をTeams など共有すれば、オンデマンドコンテンツの
完成となる。動画配信サーバ持たない場合は、YouTube や vimeo などを利用することも可能
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The spread of the new coronavirus infection (COVID-19), which began in early 2020, has created major 
difficulties in university class management and other tasks. In the situation where we have to expand to distance 
learning, how can we go online lecture for conventional face-to-face lessons, especially for skill training or 
practical lessons? The hurdle seems too high for universities that do not originally have a learning management 
system (LMS) or remote information sharing environment. In addition, the devices such as PCs owned by 
students, Internet and Wi-Fi connection environments, what is the configuration (equipment and tools) of the 
academic system that can be used for exercise-based classes, is there free application tools for exercise use? And 
how to realize a two-way communication and data sharing environment for teachers and learners? etc. There are 
many challenges that must be cleared for two weeks. In this paper, as a corona countermeasure for the lecture of 
"image processing exercise", which is originally face-to-face lessons, we explored the possibility and method of 
making exercise-based lessons online through efforts toward a shift to distance lessons. 
 
